






 

 

宮崎県コントラクター等協議会（事務局 宮崎県畜産協会） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月２４日（火）、川南町のアグリパートナー宮崎の事務所等において、新型収穫機「コ

ンビネーションベーラ（ＪＣＢ1800）」の性能と作業性の確認を目的とした研修会を開催し

ました。 

この機械は、デントコーン等長大作物や飼料稲等グラス系飼料の双方を収穫できること、

刈幅がコーン等２～３条、飼料稲６条と、狭地作業ができることが大きな特徴で、軟弱地や

湿田における直進性・旋回性・に優れたワイドクローラを装備しており、他にも作業の安全

性と効率性に配慮した機能が整備されています。 

狭い区画の田畑が比較的多い本県においては、作業速度にも優れている今回の収穫機の

需要が十分にあるのではないでしょうか。 

本機の動画やカタログはインターネットでも見ることができます。詳細は㈱ＩＨＩ

アグリテック都城営業所（0986－53－2222）までお問い合わせください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「飼料収穫作業研修会」について 
 

運転席の操作で、機械の目詰りなどを

解消できます。 
機体に設置された４台のカメラで、運転

席から作業や周囲の状況を確認できます。 



高密度に梱包されたロールを成型することが

でき、良質なサイレージづくりに役立ちます。

（作業時間はコーン収穫で 20分／10ａ、1.5～2

ｈａ／日が目安） 

ロールをラップして畑に置いておけば、時間

ができた時に回収できるので、一連の作業を一

人でこなすことができます。 

 （ネットは 3回、5回、8回巻きに対応） 

 

車体全長を短くするため、切断方式をフライホ

イール式（シュレッダ付き）とし、12枚の刃が分

割して取り付けられています。 

このため、部分的な刃の交換が可能となり、修

繕費用の軽減にもつながります。 

切断長は 9～28mmで、部分刃を取り外すことに

より長さを調整します。（8段階） 

 

機械が高価であることから、導入する際は補助事業の活用が想定されますが、労力不足が

深刻な課題となっている現場では、当該機械の利用に大きな意味があると考えています。 

 

農林水産統計によると、Ｈ30 年の全国の耕地利用率は 91.6％（田：93％ 畑 90％）で、

本県は 105.7％（田：116％ 畑 94.1％）となっており、佐賀（132％）・福岡（113.3％）に

次いで全国３位となっています。（ちなみに、田の利用率が最も高いのは佐賀県で 144.4％、

畑では北海道が 100.1％となっています。） 

一方、農水省調査によると、Ｈ30 年の全国の耕作放棄地面積は 282,922ｈａで、21 年の

135,787ｈａと比較して、ここ 10年で倍増したことになります。（農水省では今後のすう勢

で毎年１％程度増加していくと予測しているようです。本県をみると、Ｈ29年実績が 2,617

ｈａ、21年度が 1,628ｈａなのでおよそ 1.6倍に増加したことになります。） 

参考に県が試算した県内たい肥需給バランスを見ると、地域間のばらつきはありますが、

全体の堆肥充当率が 103.7％となっており、堆肥が余っていることを意味しています。 

 耕地利用率を高め、耕作放棄地を再生し、堆肥充当率を高めることは牛の増頭につながっ

ていくわけですが、宮崎県コントラクター等協議会では、地域で発生している耕作放棄地と

深刻になりつつある余剰たい肥を粗飼料生産を通じて解消することで、地域と畜産の振興

に貢献すべく活動を行っていきます。 

今回の新型収穫機械による飼料収穫作業研修もその一環として行ったものです。 

 

※宮崎県コントラクター等協議会の構成 

正会員 23 団体（コントラクター等１５ 農協８）、賛助会員 7 団体（種苗・農機メーカー

等）、オブザーバー（県：畜産振興課、農業経営支援課）、事務局：畜産協会経営支援部 
























